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◇
実

施
日

；
平

成
２

９
年

０
５

月
２

８
日
( 日

)  
快
晴
 

◇
参

加
者
；
川

島
 

功
、
沖

﨑
吉

信
、
橋

本
 

梓
、
児

嶋
道

夫
、
生

熊
敏

男
、

大
江

加
予

子
、

畑
林

清
子

、
加

子
坂

昌
彦

。
 

梶
野

照
雄

、
山

川
治

雄
( 以

上
、

前
鬼

山
小

仲
坊
) 。

１
０

名
。
 

 
 

 
 

 
 

熊
野

修
験

奥
駈

修
行

(
２

７
日

～
２

８
日

；
玉

置
神

社
～

前
鬼

)
が

行
わ

れ
 

２
７

日
に

行
仙

宿
に

宿
泊

さ
れ

た
が

、
熊

野
修

験
サ

ポ
ー

ト
の

人
達

(
山

上
 

皓
一

郎
・

松
本

 
良

さ
ん

等
)
に

よ
り

賄
わ

れ
た

。
 

翌
日

に
恒

例
の

当
ぐ

る
ー

ぷ
に

よ
る

持
経

宿
に

て
湯

茶
の

接
待

の
た

め
、
 

新
宮

５
時

半
に

出
発

し
、

池
原

ス
ボ

ー
ツ

公
園

駐
車

場
に

６
時

半
着

。
 

此
処

で
熊

野
修

験
に

参
加

さ
れ

る
５

名
と

合
流

し
て

、
持

経
宿

へ
同

行
す

 

る
事

に
な

っ
て

い
た

が
、
参

加
予

定
者

に
連

絡
す

る
と

欠
席

と
判

り
、
事

前
 

欠
席

の
連

絡
が

急
遽

欠
席

等
で

、
当

方
へ

の
連

絡
洩

れ
に

な
っ

た
様

だ
。

 

 
熊

野
修

験
サ

ポ
ー

ト
の

田
中

さ
ん

の
車

に
参

加
者

４
名

が
乗

り
、
持

経
宿

 

で
体

調
不

良
者
・
荷

物
等

を
小

仲
坊

に
回

送
す

る
指

示
を

承
っ

て
来

ら
れ

た
 

様
だ

。
 

前
日

、
モ

ノ
レ

ー
ル

運
転

担
当

で
サ

ボ
ー

ト
さ

れ
た

生
熊

さ
ん

か
ら

、
サ

 

ン
ダ

ル
履

き
や

山
歩

き
初

め
て

の
人

が
参

加
さ

れ
て

い
て

、
行

仙
宿

１
９

時
 

着
と

な
り

、
こ

の
人

達
４

名
が

リ
タ

イ
ヤ

し
た

そ
う

で
す

。
 

沖
崎

氏
か

ら
パ

ン
ク

す
る

こ
と

が
多

い
の

で
、
ス

ペ
ア

タ
イ

ヤ
積

ん
で

い
 

る
か

と
聞

か
れ

た
事

も
あ

り
、
田

中
車

は
慎

重
な

ス
ロ

ー
運

転
も

あ
り

持
経

 

宿
に

７
時

半
前

に
到

着
。

 

 
早

速
、
不

動
堂

に
幟

を
立

て
、
千

年
檜

祠
へ

は
初

参
加

の
加

子
坂

氏
の

案
 

内
方

々
児

嶋
氏

が
、

幟
２

本
と

シ
キ

ミ
を

採
り

供
え

る
よ

う
に

頼
む

。
 

大
江

、
畑

林
さ

ん
は

、
卓
上

コ
ン

ロ
２

台
で

８
ℓ

や
か

ん
に

お
茶

、
５

ℓ

や
か

ん
に

紅
茶

を
作

る
お

湯
を

沸
か

さ
れ

る
。

 

川
島
・
沖

崎
は

、
三

井
寺

宿
泊

(
２

６
日

)
時

に
使

っ
た

鍋
を
備
品
倉
庫

に

保
管

す
る

。
又

、
行

者
堂
横

の
レ

ン
ガ

を
堂
裏

に
、
材

は
床
下

に
移

動
し

た
。
 

 

次
回

、
砂

・
バ
ラ

ス
は

、
移

動
さ
せ

不
動

堂
周

り
を

す
っ

き
り

さ
せ

た
い

。
 

 
 

 

池
原

公
園

Ｐ
で

合
流

 
 

お
茶

・
紅

茶
用

の
湯

沸
か

す
 

 
幟

の
立

っ
た

不
動

堂
 

橋
本

氏
と

熊
野

修
験

に
合

流
す

る
４

名
は

、
熊

野
修

験
一

行
(
２

０
名

)
の

迎
え

と
合

流
の
為

、
千

年
檜

へ
と
向

わ
れ

る
。

 

熊
野

修
験

(
高
木
亮
英

)
か

ら
の
御
菓

子
と
西
瓜

を
切

り
分
け

、
お
盆

へ

な
ら
べ

、
紅

茶
、
や

か
ん

と
を
共

に
小
屋

前
の
ベ

ン
チ

前
の

野
外
テ

ー
ブ

ル

に
置

き
準
備
完
了

。
 

千
年

檜
で

の
勤

行
の
法
螺

の
音

が
聞

こ
え

て
来

る
、
程

な
く

熊
野

修
験

一

行
(
２

４
名

)
が

９
時

半
に

不
動

堂
に

到
着

さ
れ
勤

行
さ

れ
る

。
 

 
 

 

不
動

堂
に

到
着

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
不

動
堂

で
勤

行
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不

動
堂

で
勤

行
 

 
 

 
 

 
持

経
宿

小
屋

前
で

紅
茶

・
西

瓜
等

で
休

憩
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

勤
行
後

、
持

経
宿

前
の

野
外
ベ

ン
チ

・
テ

ー
ブ

ル
上

に
置

い
た
西
瓜

、
紅
 

茶
、
お

茶
の

接
待

で
休
憩

し
て
頂

き
、
各
自

１
個

の
甘
夏
柑

も
差
入

れ
す

る
。
 

 
出

立
の

合
図

が
あ

り
隊
列

を
整

え
て

、
阿
須
伽
利
岳

の
急

な
登

へ
と

９
時
 

５
５
分

に
出

立
さ

れ
、
「
満

行
を
！
」
「
結
願

を
」

と
見

送
る

。
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
持

経
宿

を
出

立
！

 
 

 
 

 
 

 
湯

茶
接

待
へ

の
参

加
者
 

 火
曜

日
に

沖
崎

さ
ん

達
が

、
平

治
宿

へ
点
検
巡

回
を

さ
れ

た
の

で
、
昨

年
 

同
様

、
前

鬼
山

小
仲

坊
で

の
普
請
( 屋
敷
裏

の
倒
伐
杉

の
枝

等
の
切
除
び
薪

作
 

り
) を

す
る

事
に

な
り

、
前

鬼
へ

車
で
移

動
。
 

途
中

、
中
型
バ

ス
２

台
と
遭
遇

し
、
広

い
路
側
帯

に
バ
ッ

ク
し

て
交

わ
す

。
 

バ
ス

の
方

達
は

、
小

仲
坊

で
宿

泊
さ

れ
、

不
動
滝

等
を
廻

ら
れ

大
津
市

へ
 

戻
ら

れ
る

三
井

寺
奥

駈
行

一
行

が
乗

っ
て

い
る
バ

ス
で

あ
っ

た
。
 

小
仲

坊
に

１
１

時
５

０
分

に
到

着
。
昨
夜

、
行

仙
宿

で
夕
食

、
朝
食

・
弁
 

当
の

賄
を

さ
れ

た
、
山

上
さ

ん
他

の
熊

野
修

験
サ

ポ
ー

ト
の

人
達
約

１
０

名
 

が
し
少

し
前

に
到

着
し

た
と

の
こ

と
。
 

 
昼
食

を
し

て
い

る
と

梶
野

氏
、

山
川

氏
が

作
業
応
援

に
来

て
下

さ
る

。
 

 
 

 

 
宿

坊
前

で
昼

食
 

 
 

 
裏

山
の

倒
伐

材
の

杉
大

木
の

枝
切

除
と

丸
太

切
断
 

 行
仙

宿
よ

り
チ
ェ

ン
ソ

ー
２

台
を

持
ち
込
み

、
太

い
枝

や
杉
丸
太

を
切
除
 

す
る

が
、

２
台
共
チ
ェ

ン
ソ

ー
オ

イ
ル

が
給
油

さ
れ

て
な

い
事

が
わ

か
る

。
 

 
大
チ
ェ

ン
ソ

ー
は

、
チ
ェ

ー
ン

に
オ

イ
ル

を
塗
布

し
な

が
ら

、
児

嶋
・

梶
 

野
氏

で
太

い
杉
丸
太

を
切
断

。
川

島
は

小
チ
ェ

ン
ソ

ー
で
太

い
枝

を
薪

サ
イ
 

ズ
に

小
切

り
、

沖
崎

氏
は

、
鋸

で
枝

を
切
除

し
、
他

の
方

と
女
性
陣

は
薪

な
 

ど
を
集

積
す

る
。

山
川

さ
ん

は
、
チ
ェ

ン
ソ

ー
２

台
を

持
参

さ
れ

、
い
ず

れ
 

も
切

れ
が

良
く

作
業

が
は

か
ど

る
、
 

持
経

宿
接

待
で
余

っ
た

お
茶

・
紅

茶
・
西
瓜

で
小
休
止
後

、
太

い
杉
丸
太
 

の
上

に
あ

る
二
股

の
杉

が
、
下

か
ら
見

た
と

き
景
観

を
損
ね

て
い

る
た

め
、
 

出
っ
張

っ
た
枝

を
切

り
ロ

ー
プ

で
引

っ
張

り
平
地

に
落

す
。
 

太
い
丸
太

を
中
間

で
切
断

し
た

時
、
チ
ェ

ン
ソ

ー
の
刃

が
挟
ま

る
。
ジ

ヤ
 

ッ
キ

で
支

え
て

、
直

ぐ
横

を
別
チ
ェ

ン
ソ

ー
で
切
断

し
て
解
消

す
る

。
こ

の
 

杉
大
木

の
向

き
を
変

え
る

た
め

、
ロ

ー
プ

を
掛
け

て
６

人
で
引

っ
張

っ
た

と
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こ
ろ

ロ
ー
プ

が
切

れ
て
み

ん
な

転
げ

る
。
再
度

、
や

り
直

し
出

っ
張

っ
た
部
 

分
が
見

え
な
く

な
っ

た
。
又

、
杉

大
木

２
本

の
小
屋

に
向

っ
て
右
側

の
突

き
 

出
た
太

い
枝

を
生

熊
、
山

川
氏

に
よ

っ
て

、
チ
ェ

ン
ソ

ー
で
切

り
落

と
し

た
 

時
点

の
１

５
時

前
に

作
業

を
終
了

し
た

。
 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
大

木
杉

丸
太

を
小

切
る

 
 

 
 

 
 

 
集

積
薪

材
横

で
小

休
止
 

 
 

 

チ
ェ

ン
ソ

ー
刃

挟
ま

る
 

向
き

変
え

に
ロ

ー
プ

を
引

く
 

 
本

日
の

作
業

者
 

 

お
堂

前
か

ら
は

、
突

き
出

た
枝

も
見

え
な
く

な
り

、
す

っ
き

り
し

た
。
 

五
鬼
助

さ
ん

の
奥

さ
ん
差

し
入

れ
の
冷

た
い
飲
み

物
で
喉

を
潤

し
、
１

５
 

時
半

前
に
帰
路

へ
。

前
鬼
口

で
装
束
替

え
の
高
木
亮
英
師

と
す

れ
違

う
。
 

尚
、
熊

野
修

験
サ

ポ
ー

ト
の

方
達

は
、
奥

駈
行

一
行

が
下

山
さ

れ
る
( １

９
時
 

下
山

予
定
) 迄

待
機

さ
れ

る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
( 記

 
川

島
)  


